
(57)【要約】

【課題】従来の幾何構造システムでは、さね継ぎ的な嵌

合手段を用いるため、前記幾何構造システムにおける構

造の結合力が弱く、形状の種類、大きさ及び該構造の複

雑さのバリエーションが限定される。

【解決手段】本発明の幾何構造システムは、多角形形状

を為す複数の構造部品１０，２０，３０，４０，５０，

６０，７０，８０，９０，１００，１２０であって、複

数の該構造部品の各々が、複数の側面１１，２１，３１

，４１，５１，６１，７１，８１，９１，１０１，１２

１と、複数のネジ穴３とを備えており、該ネジ穴３の各

々が、前記側面の中の一つの側面のそれぞれに対して放

線方向に、かつ前記側面の中の一つの側面のそれぞれか

ら内方に伸びている前記構造部品と、複数のスタッドボ

ルト１１０であって、複数の該スタッドボルトの各々が

、隣接する一組の前記構造部品における隣接する一組の

前記ネジ穴を係合させるスタッドボルトとを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 角 形 形 状 を 為 す 複 数 の 構 造 部 品 （ １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０
， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ ） で あ っ て 、 複 数 の 該 構 造 部 品 の 各 々 は 、 複 数 の 側 面 （ １ １ ， ２
１ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０ １ ， １ ２ １ ） と 複 数 の ネ ジ 穴 （ ３
） と を 備 え て お り 、 該 複 数 の ネ ジ 穴 （ ３ ） の 各 々 が 、 前 記 側 面 （ １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １
， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０ １ ， １ ２ １ ） の 中 の 一 つ の 側 面 の そ れ ぞ れ に 対 し
て 法 線 方 向 で 、 且 つ 前 記 側 面 （ １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １
， １ ０ １ ， １ ２ １ ） の 中 の 一 つ の 側 面 の そ れ ぞ れ に 対 し て 内 方 に 伸 び て い る 構 造 部 品 と 、
　 複 数 の ス タ ッ ド ボ ル ト （ １ １ ０ ） で あ っ て 、 複 数 の 該 ス タ ッ ド ボ ル ト の 各 々 は 、 隣 接 す
る 一 対 の 前 記 構 造 部 品 （ １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０
１ ， １ ２ １ ） に お け る 隣 接 す る 一 対 の 前 記 ネ ジ 穴 ３ を 係 合 さ せ て お り 、 且 つ 隣 接 す る 一 対
の 前 記 構 造 部 品 （ １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０ １ ， １
２ １ ） に お け る 隣 接 す る 一 対 の 前 記 ネ ジ 穴 の 全 長 よ り も 短 い 長 さ を 有 す る ス タ ッ ド ボ ル ト
と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 幾 何 構 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス タ ッ ド ボ ル ト （ １ １ ０ ） の 各 々 が 、 端 面 と 、 該 端 面 か ら 内 側 に 窪 ん だ 型 押 し さ れ
た 溝 （ １ １ ４ ） と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 前 記 構 造 部 品 （ １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ，
１ ２ ０ ） の 前 記 側 面 （ １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０ １
， １ ２ １ ） に お け る 前 記 ネ ジ 穴 （ ３ ） が 、 互 い に 空 間 的 に 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
［ 関 連 出 願 に つ い て の 記 載 ］
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ５ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 に 台 湾 で 為 さ れ た 特 許 出 願 第 ０ ９ ４ １ ４ ４ ０ ３ ３ 号
の 優 先 権 を 主 張 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 幾 何 構 造 シ ス テ ム 、 特 に 、 構 造 部 材 の 各 々 が 複 数 の ネ ジ 穴 を 備 え る 複 数 個 の
前 記 構 造 部 品 を 含 む 幾 何 構 造 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム は 、 通 常 、 複 数 個 の 多 角 形 形 状 の パ ネ ル を 含 む 。 該 パ ネ ル は 結
合 さ れ 、 さ ね 継 ぎ 的 な 嵌 合 手 段 （ tongue-and-groove engaging means） で 二 次 元 及 び 三 次
元 の 構 造 を 形 成 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う に 形 成 さ れ た 構 造 の 結 合 力 は
相 対 的 に 弱 い 。 そ の 結 果 と し て 、 形 状 、 大 き さ 及 び 上 記 の よ う に 形 成 さ れ る 前 記 構 造 の 複
雑 さ の バ リ エ ー シ ョ ン が 限 定 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 当 該 先 行 技 術 の 上 記 欠 点 を 克 服 す る こ と が 可 能 な 幾 何 構 造 シ
ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム は 、 多 角 形 形 状 を 為 す 複 数 の 構 造 部 品 の 各 々 は 、 複
数 の 側 面 と 、 複 数 の ネ ジ 穴 と を 備 え て お り 、 該 複 数 の ネ ジ 穴 の 各 々 が 前 記 側 面 の 中 の 一 つ
の 側 面 に 対 し て 法 線 方 向 に 、 且 つ 該 側 面 の 中 の 一 つ の 側 面 の そ れ ぞ れ か ら 内 向 に 伸 び て い
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る 前 記 構 造 部 品 と 、 複 数 の ス タ ッ ド ボ ル ト で あ っ て 、 複 数 の 該 ス タ ッ ト ボ ル ト の 各 々 が 隣
接 す る 一 組 の 前 記 構 造 部 品 に お け る 隣 接 す る 一 組 の 前 記 ネ ジ 穴 と 係 合 し て お り 、 か つ 隣 接
し た 一 組 の 前 記 構 造 部 品 の 各 々 に お け る 隣 接 し た 一 組 の 前 記 ネ ジ 穴 の 全 長 よ り も 短 い 長 さ
を 有 す る ス タ ッ ド ボ ル ト と 、 を 備 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 幾 何 構 造 シ ス テ ム の 好 ま し い 実 施 例 を 示 す 。 該 幾 何 構 造
シ ス テ ム は 、 多 角 形 形 状 を 為 す 複 数 の 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８
、 第 ９ 、 第 １ ０ 及 び 第 １ １ の 構 造 部 品 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０
， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ で あ っ て 、 複 数 の 該 構 造 部 品 の 各 々 が 、 複 数 の 側 面 １ １ ， ２ １ ，
３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０ １ ， １ ２ １ と 、 複 数 の ネ ジ 穴 ３ と を 備
え て お り 、 該 ネ ジ 穴 ３ の 各 々 は 、 前 記 側 面 １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ，
８ １ ， ９ １ ， １ ０ １ ， １ ２ １ の 中 の 一 つ の 側 面 の そ れ ぞ れ に 対 し て 法 線 方 向 に 、 か つ 前 記
側 面 １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １ ， １ ０ １ ， １ ２ １ の 中 の 一
つ の 側 面 の そ れ ぞ れ か ら 内 方 に 伸 び て い る 前 記 構 造 部 品 と 、 複 数 の ス タ ッ ド ボ ル ト １ １ ０
で あ っ て 、 複 数 の 該 ス タ ッ ド ボ ル ト の 各 々 が 、 隣 接 す る 一 組 の 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、
第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ 、 第 ９ 、 第 １ ０ 及 び 第 １ １ の 前 記 構 造 部 品 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４
０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ （ 図 ２ ～ ６ を 参 照 ） に お け る 隣 接 す
る 一 組 の 前 記 ネ ジ 穴 ３ を 係 合 さ せ て お り 、 か つ 隣 接 す る 一 組 の 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、
第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ 、 第 ９ 、 第 １ ０ 及 び 第 １ １ の 前 記 構 造 部 品 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４
０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ に お け る 隣 接 す る 一 組 の 前 記 ネ ジ 穴
３ の 全 長 （ Ｄ ） （ 図 ７ 参 照 ） よ り も 短 い 長 さ を 有 す る 前 記 ス タ ッ ド ボ ル ト と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ 、 第 ９ 、 第 １ ０
及 び 第 １ １ の 前 記 構 造 部 品 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １
０ ０ ， １ ２ ０ の 各 々 の 前 記 側 面 １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ ， ７ １ ， ８ １ ， ９ １
， １ ０ １ ， １ ２ １ に お け る 前 記 ネ ジ 穴 ３ は 互 い に 空 間 的 に 連 通 し て い る 。 こ れ に よ り 、 第
一 、 第 二 、 第 三 、 第 四 、 第 五 、 第 六 、 第 七 、 第 八 、 第 九 、 第 十 及 び 第 十 一 の 前 記 構 造 部 品
１ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ の 各 々 の 間 に
お い て 多 様 な 結 合 が 可 能 と な る 。 前 記 ス タ ッ ド ボ ル ト １ １ ０ の 各 々 は 、 端 面 と 、 該 端 面 か
ら 内 側 に 窪 ま せ て あ り 、 し か も 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ 、 第 ９
、 第 １ ０ 及 び 第 １ １ の 前 記 構 造 部 品 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ，
９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ を 容 易 に 組 み 立 て ら れ る よ う に 工 具 １ ４ ０ と の 嵌 合 に 役 立 つ 型 押 し
さ れ た 溝 １ １ ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 構 造 部 品 １ ０ の 各 々 は 、 長 方 形 形 状 で あ り 、 正 方 形 の 横 断 面 を 備 え る 。 該 第 １ の
構 造 部 品 １ ０ の 各 々 の 側 面 １ １ の 各 々 に 形 成 さ れ た ネ ジ 穴 ３ は 、 互 い に 等 距 離 に あ る 。 第
２ の 構 造 部 品 ２ ０ の 各 々 は 、 長 方 形 形 状 で あ り 、 正 方 形 の 横 断 面 を 備 え 、 前 記 第 １ の 構 造
部 品 １ ０ よ り 短 い 。 第 ３ の 構 造 部 品 ３ ０ の 各 々 は 、 略 長 方 形 形 状 で あ り 、 長 方 形 の 横 断 面
及 び 曲 面 の 端 部 を 備 え る 。 第 ４ の 構 造 部 品 ４ ０ の 各 々 は 、 構 造 部 品 ４ ０ の 両 端 が 曲 面 形 状
で あ る 点 に お い て 、 第 ３ の 構 造 部 品 ３ ０ と 異 な る 。 第 ５ の 構 造 部 品 ５ ０ の 各 々 は 、 立 方 体
形 状 で あ る 。 第 ６ の 構 造 部 品 の 各 々 は 、 正 三 角 形 形 状 で あ る 。 第 ７ の 構 造 部 品 ７ ０ の 各 々
は 、 正 三 角 形 形 状 の 端 部 及 び 該 正 三 角 形 形 状 の 端 部 の 反 対 側 に 曲 面 の 端 部 を 備 え る 。 第 ８
の 構 造 部 品 ８ ０ の 各 々 は 、 Ｔ 字 型 形 状 で あ り 、 正 方 形 形 状 の 端 部 と 、 そ の 両 端 に は ２ つ の
曲 面 の 端 部 と を 備 え る 。 第 ９ の 構 造 部 品 ９ ０ の 各 々 は 、 Ｌ 字 型 形 状 で あ り 、 正 方 形 の 端 部
と 曲 面 の 端 部 と を 備 え る 。 第 １ ０ の 構 造 部 品 １ ０ ０ の 各 々 は 、 円 形 形 状 で あ る 。 第 １ １ の
構 造 部 品 １ ２ ０ の 各 々 は 、 円 形 形 状 で あ り 、 第 １ ０ の 構 造 部 品 １ ０ ０ よ り 大 き な 直 径 を 有
す る 。 前 記 第 １ １ の 構 造 部 品 １ ２ ０ の 各 々 の 側 面 １ ２ １ の 各 々 に 形 成 さ れ た ネ ジ 穴 の う ち
の 一 つ が 前 記 第 １ １ の 構 造 部 品 １ ２ ０ の 中 心 に あ り 、 そ の 残 り の ネ ジ 穴 は 円 に 沿 っ て 配 列
さ れ る 。 図 ２ 及 び ６ に よ る と 、 第 １ １ の 構 造 部 品 １ ２ ０ は 、 ピ ボ ッ ト 軸 １ ３ ０ を 旋 回 心 軸
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と し て 取 り 付 け る こ と に よ り 、 車 輪 と し て 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ か ら ６ は 、 本 発 明 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム が 異 な る 形 状 に 組 み 立 て 可 能 で あ る こ と を 示
す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム の ス タ ッ ド ボ ル ト １ １ ０ と 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５
、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ 、 第 ９ 、 第 １ ０ 及 び 第 １ １ の 構 造 部 品 １ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０
， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ ， １ ０ ０ ， １ ２ ０ に ネ ジ 穴 ３ と を 備 え る こ と に よ っ て 、 本 発 明
の 幾 何 構 造 シ ス テ ム は 、 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 よ り 高 い 結 合 力 を 有 す る 様 々 な 形 状 に 組 み
立 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の ご と く 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 多 様 な 変 化
及 び 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。 従 っ て 、 本 発 明 が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 掲 げ
ら れ た も の に 限 定 さ れ る 訳 で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 組 立 前 の 幾 何 構 造 シ ス テ ム の 好 ま し い 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 好 ま し い 実 施 例 の 車 輪 部 品 に 軸 を 旋 回 心 軸 と し て 取 り 付 け た 状 態 を 説 明 す る 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 テ ー ブ ル の 上 面 支 持 部 に 組 み 立 て ら れ た 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 椅 子 に 組 み 立 て ら れ た 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 お も ち ゃ に 組 み 立 て ら れ た 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 乗 り 物 に 組 み 立 て ら れ た 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る 部 分 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 好 ま し い 実 施 例 の 隣 接 す る 一 組 の 構 造 部 品 の 隣 接 す る 一 組 の ネ ジ 穴 の 全 長 を 説 明
す る 概 要 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ ０ 　 第 一 の 構 造 部 品
　 １ １ 　 第 一 の 構 造 部 品 の 側 面
　 ２ ０ 　 第 二 の 構 造 部 品
　 ２ １ 　 第 二 の 構 造 部 品 の 側 面
　 ３ ０ 　 第 三 の 構 造 部 品
　 ３ １ 　 第 三 の 構 造 部 品 の 側 面
　 ４ ０ 　 第 四 の 構 造 部 品
　 ４ １ 　 第 四 の 構 造 部 品 の 側 面
　 １ １ ４ 　 型 押 し さ れ た 溝
　 １ ４ ０ 　 工 具
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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